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〔観点別配分％〕

2025年度　北⾒藤⾼等学校シラバス

思考・判断・表現

⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもっ
て観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に
付けている。

履修対象・
使⽤教室　等 3年グロリア選

中学校理科及び「物理基礎」との関連を図りながら，物理的な事物・現象を更に深く取り扱い，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，科学的に探究するために
必要な資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
・物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けるようにする。
・観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。
・物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

主体的に学習に取り組む態度

⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に
付けている。

評価
の
観点

知識・技能

⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。

思考・判断・表現

＊単元などの授業内容のまとまりごとに「評価の観点」に基づいた観点別評価を⾏い，〔A:「⼗分満⾜できる」状況　B:「概ね満⾜できる」状況　C:「努⼒を要する」状況〕とする。
＊単元などの観点別評価に基づいて，学習全体の総括的な評価を⾏ったものを「５段階の評定」とする。

評価
資料
・
評価
⽐重

〔100点換
算〕

評価資料等
⼩テスト ５回

（３観点の⽐重を％で⽰しています）

単元テスト 4回
2回

主体的に学習に取り組む態度予定回数・内容等

・予習は、当⽇どんなことを勉強するのか⾒てくるためのもの。疑問点がどこかを把握しましょう。
・授業が第⼀。分からないことは授業中に質問し、その⽇のうちに解決してください。
・復習は、学んだことを他⼈に説明できるかどうかを念頭に置いて、できるまで繰り返し⾏ってください。

評価の重み付け〔◎○〕
主な評価資料

配当
時間
〔計画〕

【単元名】
学習項⽬名

実験レポート
80%

20%

10%
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10%
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第Ⅳ章　原⼦　第1節　電⼦と光
①電⼦　②光の粒⼦性　③X線
④粒⼦の波動性　第2節　原⼦と原⼦核
①原⼦の構造　②原⼦核と放射線
③核反応とエネルギー　④素粒⼦と宇宙

・電⼦の発⾒からその性質が解明されるまでの歴史的な背景において，
トムソンやミリカンの実験について理解する。
・光電効果とその特徴を学習し，光電⼦の運動エネルギーと仕事関数
との関係を定量的に理解する。・ラザフォードの原⼦模型の難点を把握
し，ボーアの⽔素原⼦模型の特徴を理解する。
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第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　平⾯運動と放物運動
①平⾯運動
②放物運動
第2節　剛体のつりあい
①剛体にはたらく⼒とその合⼒
②剛体の重⼼とつりあい
第3節　運動量の保存
①運動量と⼒積
②運動量保存則
③反発係数
第４節　円運動と単振動
①円運動
②慣性⼒と遠⼼⼒
③単振動
④万有引⼒による運動
第5節　気体の性質と分⼦の運動
①気体の法則
②気体の分⼦運動
③気体の内部エネルギーと仕事

・平⾯の運動における位置や変位，速度，速度の合成・分解，相対
速度，加速度について理解する。
・⼒のモーメント，剛体のつりあい，剛体にはたらく2⼒の合成，偶⼒な
どを学習し，剛体にはたらく⼒について理解する。
・重⼼について学習し，剛体にはたらく⼒のモーメントのつりあいの式の
⽴て⽅を理解する。
・直線上や平⾯上での衝突，物体が分裂，合体する場合のそれぞれ
で，運動量保存の法則が成り⽴つことを理解する。
・運動量と⼒積の関係を⽤いて，運動量保存の法則を導き，直線上
や平⾯上での衝突，物体が分裂，合体する場合のそれぞれで，運動
量保存の法則が成り⽴つことを理解する。
・反発係数を学習し，反発係数の値と衝突前後における⼒学的エネル
ギーの変化との関係を理解する。
・等速円運動の⾓速度，周期，回転数，速度を学習し，加速度と
向⼼⼒を理解する。
・ばね振り⼦や単振り⼦について，物体が受ける⼒を把握し，周期を
導出できるようにする。
・ケプラーの法則，万有引⼒の法則を学習し，万有引⼒と重⼒の関
係を定量的に理解する。
・気体の圧⼒について，分⼦レベルでの考え⽅を理解する。

第Ⅲ章　電気と磁気
第1節　電場と電位
①静電気⼒
②電場　③電位
④コンデンサー
第2節　電流
①電流と抵抗
②直流回路　④半導体
第3節　電流と磁場
①磁場　②電流がつくる磁場
③電流が磁場から受ける⼒
④ローレンツ⼒
第４節　電磁誘導と交流
①電磁誘導
②⾃⼰誘導と相互誘導
③交流　④電磁波

・電場、電位の基本的な性質を学習し，電場と電気⼒線の関係，⼀
様な電場，等電位⾯と電気⼒線の関係について理解する。
・コンデンサーの原理を学習し，平⾏板コンデンサーの電気容量，誘電
体，誘電率について理解する。
・電流計，電圧計，電池の内部抵抗について理解し，さまざまな回路
において，キルヒホッフの第1，2法則を適⽤する。
・磁束密度と磁場との関係，磁化の性質を理解し，平⾏電流間には
たらく⼒を定量的に理解する。
・ローレンツ⼒を学習し，磁場中に⼊射した粒⼦の運動を理解する。
・ファラデーの電磁誘導の法則を学習し，磁場中を動く導体に⽣じる起
電⼒や，導体を動かすのに要する⼒や仕事の関係を理解する。
・磁場中を動く導体に⽣じる起電⼒や，導体を動かすのに要する⼒，
⾃⼰誘導，相互誘導の現象を理解する。
・交流の発⽣のしくみを理解し，交流回路における抵抗，コイル，コン
デンサーの特性を理解する。また、電気振動の現象をエネルギーの観点
から把握し，固有振動数の式を理解する。

第Ⅱ章　波動　第1節　波の性質
①正弦波　②波の伝わり⽅
第2節　⾳波
①⾳の伝わり⽅　②ドップラー効果
第3節　光波　①光の性質　②レンズと鏡
③光の回折と⼲渉
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・⽔⾯波の⼲渉を学習し，ホイヘンスの原理について理解する。光の分
散，散乱，偏光など，光の性質について理解する。
・レンズや鏡の基本的な性質を学習する。
・ヤングの実験や回折格⼦による光の⼲渉を学習し，薄膜による⼲
渉，くさび形空気層による⼲渉など，さまざまな場合における光の⼲渉
条件を理解する。

単元テスト

単元テスト

⼩テスト

単元テスト

⼩テスト

単元テスト

⼩テスト


